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会
報
発
行
の

図
書
館
活
動
が
全
国
水
準
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
た
京
都
府
内
の
図
書
館
も
、
京

都
市
中
央
図
書
館
の
新
設
、
そ
れ
に
続
く

地
域
図
書
館
の
整
備
の
ほ
か
、
精
華
町
、

城
賜
市
の
図
書
館
設
置
、
園
部
町
、
峰
山

町
、

亀
岡
市
の
図
書
館
新
築
、
八
幡
市
の

図
書
館
開
設
等
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
活
発
な
図
書
館
奉
仕
が
展
開
さ
れ
は

じ
め
、
そ
の
成
果
が
住
民
に
評
価
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
に
あ
た
り
、
京
都

府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会
で
は
広
報
活
動

を
積
極
的
に
推
進
し
、
地
域
の
図
書
館
活

動
の
振
興
を
は
か
る
た
め
、
新
し
く
”
会

報
ク
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

協
議
会
は
京
都
府
内
の
図
書
館
、
図
書

館
的
な
機
能
を
併
置
す
る
施
設
お
よ
び
類

縁
機
関
が

、
京
都
府
に
お
け
る
図
書
館
事

業
な
ど

の
振
興
お
よ
び
相
互
間
の
協
力
を

は
か
る
こ
と
を
目
的
に
昭
和
五
一
年
に
発

足
い
た
し
ま
し
た
。
当
初
、
加
盟
館
ニ
ニ

館
そ
の
施
設
に
従
事
す
る
職
員
一
八
八
人

の
こ
の
会
も
、
七
年
間
の
活
動
で
三
五
館
、

二
七
一
人
に
成
長
し
て
参
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
協
犠
会
で
は
目
的
達
成
の

た
め
、
実
務
研
修
会
や
講
演
会
を
開
催
し

て
、
加
盟
各
館
の
実
践
報
告
、
図
書
館
職

員
に
必
要
な
専
門
知
識
の
研
修
お
よ
び
府

民
に
対
す
る
啓
発
活
動
な
ど
の
事
業
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

、
京
都
府
教
育

委
員
会
を
は
じ
め
府
内
の
自
治
体
関
係
者

に
、
公
共
図
書
館
振
興
に
関
す
る
要
望
書

を
毎
年
提
出
し
、
図
書
館
空
白
地
域
の
解

消
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
昭
和
五

八
年
度
か
ら
は
活
動
を
強
化
さ
せ
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
事
務
局
を
中
心
に
事
業
を
す
す

め
て
い
た
も
の
の
う
ち
、
研
修
研
究
事
業

と
相
互
協
力
事
業
に
つ
い
て
は
専
門
委
員

会
制
度
を
設
け
、
こ
の
委
員
に
は
現
場
で

活
躍
し
て
い
る
職
貝
の
皆
さ
ん
に
就
任
し

て
い
た
だ
き
、
事
業
推
進
に
参
画
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

急
激
に
変
化
す
る
社
会
に
お
い
て
、
人

々
は
生
活
の
向
上
を
願
い
、
知
識
・
情
報

ゃ
教
養
・
娯
楽
を
求
め
、
気
軽
に
利
用
で

き
る
施
設
と
し
て
図
書
館
に
寄
せ
る
期
待

が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
協
議
会
で
は
こ

の
機
会
を
と
ら
え
京
都
の
図
書
館
事
業
振

興
の
た
め
、
さ
ら
に
事
業
を
拡
大
し
て
、

よ
り
充
実
し
た
組
織
に
い
た
し
た
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
多
く

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
解
決
に
向
っ
て
あ
せ

ら
ず
、
着
実
に
一
歩
づ
つ
前
進
さ
せ
た
＜

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
あ
た
た
か
い
と

支
援
、
と
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
会
報
発
行
の
と

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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澤
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三
六
年
余
の
公
務
員
生
活
最
後
の
年
に

こ
の
懲
激
を
い
た
だ
＜
幸
せ
を
か
み
し
め
、

過
去
を
調
べ
、
今
を
知
り
、
未
来
を
創
造

す
る
営
み
に
こ
そ
文
化
の
向
上
が
あ
り
、

今
更
な
が
ら
図
書
館
振
興
の
重
要
性
を
再

認
識
し
つ
つ
、
御
指
導
い
た
だ
い
た
諸
兄

に
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
併
せ
て

京
都
図
書
館
界
の
御
発
展
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。
（
前
亀
岡
市
立
図
書
館
長
）
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五
月
二
四
日
、
府
立
図
書
館
に
お
い
て
、

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山
本
昇
京
都

府
教
育
庁
社
会
教
育
課
長
を
来
賓
に

迎
え
、
二
〇
館
三

0
名
の
参
加
の
も
と
、

事
業
計
画
、
予
算
、
会
則
改
正
、
委
員
会

規
程
制
定
な
ど
、
熱
意
あ
る
討
論
が
行
わ

れ
、
今
年
度
活
動
方
針
を
決
め
ま
し
た
。

事
業
計
画
で
は
、
職
員
の
研
修
な
ど
従

来
の
事
業
に
加
え
、
新
た
に
、
相
互
協
力

事
業
を
設
け
、
相
互
協
力
推
進
の
た
め
の

調
基
研
究
、
事
業
を
行
う
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。
そ
の
他
、
「
連
絡
会
ニ
ュ
ー
ス
」

は
名
称
を
「
会
報
」
に
改
め
、
内
容
を
充

実
さ
せ
て
、
協
議
会
の
強
化
•
発
展
に
役

立
て
る
こ
と
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
積
極
的
に
推

進
す
る
た
め
、
専
門
委
員
会
の
設
置
を
決

め
、
研
修
研
究
委
員
会
、
相
互
協
力
委
員

会
を
設
け
て
各
事
業
の
推
進
に
あ
た
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
委
員
会
は
担
当
理
事

を
委
員
長
に
、
各
館
か
ら
推
薦
さ
れ
た
委

員
若
干
名
で
構
成
し
ま
す
。

会
則
改
正
で
は
、
前
記
の
委
員
会
の
設

置
の
他
、
顧
問
制
度
の
新
設
、
山
城
地
区

理
事
の
一
名
増
、
監
事
の
新
設
、
事
務
局

体
制
の
明
確
化
な
ど
原
案
ど
お
り
了
承
さ

れ
ま
し
た
。

京いいいいい令＇ーい
Iiiぃ

□
―

ー
！
ー
ー
定
期
総
会
開
催
ー

総
会
終
了
後
、
今
年
度
図
書
館
等
職
員

の
表
彰
が
行
わ
れ
、
そ
の
功
績
が
讚
え
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
京
庫
連
製
作
の
ス

ラ
イ
ド
「
京
都
の
子
ど
も
文
庫
ー
ー
本
と

遊
び

な
か
ま
た
ち
」
を
上
映
し
、
全
日
程

を
終
了
し
ま
し
た
。

◆
来
賓
祝
辞山

本
府
教
育
庁
社
教
課
長

図
書
館
の
今
日
的
重
要
性
に
つ
い
て
は
、

生
涯
教
育
を
推
進
す
る
立
場
か
ら
、
ま
た
、

施
設
を
通
じ
て
市
町
村
を
お
手
伝
い
す
る

立
場
か
ら
も
議
論
を
す
す
め
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
協
議
会
発
足
の
八
年
前
に
比
べ

れ
ば
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
京
都

市
・
八
幡
市
・

亀
岡
市
な
ど
市
町
村
の
図

書
館
の
状
況
は
前
進
し
ま
し
た
。
市
町
村

は
貸
出
や

読
書

サ
ー
ビ
ス
に
、
府
は
広
域

的
・
補
完
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

と
機
能
を
分
担
し
あ
う
こ
と
、
お
よ
び
、

公
立
施
設
に
対
す
る
国
の
補
助
金
が
き
び

し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
に
視
点
を
あ

て
て

論
議
を
す
す
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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理

事

副
会
長

会
役
員
等
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

長

澤

田

種

治

（
八
幡
市
立
八
幡
市
民
図
書
館
）

八

島

正

（
亀
岡
市
立
図
書
館
）

森

村

良

彦

（
長
岡
京
市
立
中
央
公
民
館
）

石

浦

喜

八

（
京
北
町
中
央
公
民
館
）

橋

本

実

（
福
知
山
市
立
図
書
館
）

中

西

俊

夫

（
宮
津
市
立
図
書
館
）

田

中

義

一

（
蜂
山
町
立
図
書
館
）

奥

田

茂

一

（
久
御
山
町
中
央
公
民
館
）

＾ 
高

橋

洋

三

（
大
江
町
立
図
書
館
）

岡

田

勲

（
京
都
市
中
央
図
書
館
）

浜

辺

一

彦

（
京
都
府
立
図
書
館
）

研
修
研
究
委
員
会
委
員
長

橋

本

実

相
互
協
力
委
員
会
委
員
長

高
木
多
喜
男

事

務

局

長

田

口

政

広

”

福

知

襄

、

山

本

朝

子

（
京
都
府
立
図
書
館
）

0

副
会
長
お
よ
び
専
門
委
員
会
委
員
長
は

袷
会
後
の
第
二
回
理
事
会
で
選
出
。

昭
和
五
十
八
年
表
彰
者

薮

下

撤

一

（

田

辺

町

立

図

書

館

）

田

村

博

康

（

宇

治

市

民

図

書

室
）

河

村

均

（

京

都

府

立

図

書

館

）

西

垣

英

子

(

”

)

木

下

淳

子

(

”

)

京
都
市
図
書
館
読
書
友
の
会

代

表

者

角

野

美

枝

子

（
京
都
市
中
央
図
書
館
）

）
内
は
推
薦
館
名
で
す
。
敬
称
略

。

顧
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問

監

事

理

事

村

上

敏

明

（
京
都
市
中
央
図
書
館
）

高
木
多
喜
男

（
京
都
府
立
図
書
館
）

真

継

哲

男

（
大
山
崎
町
教
育
委
員
会
）



・

言
③
 

に ゆ うす ． ニュース ． News 

話

京
都
市
で
は
九
番
目
の
東
山

図
書
館
が
京
都
市
東
山
区
清
水

五
丁
目
「
東
山
合
同
福
祉
セ
ン

タ
ー
」
の
二
階
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
東
山
区
の
地
域
図
書

館
と
し
て
、
幼
児
、
小
・
中
学

生
の
図
書
、
成
人
•
お
年
寄
り

の
日
常
的
な
教
養
図
書
、
読
み

も
の
等
、
当
初
約
一
四
、

0
0

0
冊
で
ス
タ
ー
ト
し
将
来
三
五
、

0
0
0
冊
に
整
備
し
て
い
く
予

定
。＊

個
人
貸
出

一
人
二
冊

期
間
二
週
間

＊
団
体
貸
出
一
団
体
一
兵
遥
皿

期
間
三
ヶ
月
以
内

＊
開
館
時
間
心
九
特
一C
分
~

PM
四
時
三

0
分
ま
で

＊

体

館

日

毎

週

火

曜

日

・

祝
日

五
四
一
ー
五
四
五
五

歯
と
健
康
プ
ッ
ク
展
；，
＇’
[

（％
l
廂）

i
,

＇
：
木
津
町
立
図
書
館

六
月
四
日
の
虫
歯
予
防
デ
ー

を
機
に
本
を
通
じ
て
歯
と
健
康

に
つ
い
て
、
ゆ
っ
く
り
考
え
て

＊
電 京

都
市
東
山
図
書
館

オ
ー
プ
ン
(
8
8
.
5
1
8
)

，
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舞
鶴
市
立
図
書
館
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9
9
9
9

,

：
郷
土
資
料
目
録
（
一
九
八
三

昨
年
六
月
、
北
部
図
書
館
（
公
民
館
）

長
会
議
に
お
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
「
相

互
貸
借
」
に
お
け
る
当
面
の
協
力
と
し
て

郷
土
資
料
目
録
の
交
換
が
申
し
合
わ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
た
び
舞
鶴
市
立
東

西
両
図
書
館
で
は
所
蔵
の
郷
土
資
料
を
併

せ
て
一
冊
の
目
録
（
一
、
二
六
九
タ
イ
ト

ル
収
録
）
に
し
て
刊
行
し
ま
し
た
。

最
近
郷
土
資
料
を
求
め
て
多
く
の
利
用

者
が
来
館
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
方
や
、

相
互
貸
借
に
お
お
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま

す。

I
:
‘
,
'
‘
,
'
‘
‘
,
‘
‘

し
~
ー

み
よ
う
と
「
歯
。
健
康
ブ
ッ
ク
展
」
を
開

了
い
い
い
に
つ
い
て
書
か
れ
た
絵
本
を

は
じ
め
、
健
康
食
品
か
ら
体
操
・
体
の
仕

組
み
ま
で
、
健
康
と
歯
に
関
係
し
た
本
、

約
二
百
冊
を
展
示
。
そ
の
う
ち
約
百
冊
が

現
在
の
蔵
書
で
、
二

0
冊
余
を
新
規
購
入
。

さ
ら
に
府
立
図
書
館
か
ら
約
八

0
冊
の
貸

出
し
を
受
け
ま
し
た
。
連
日
、
利
用
者
が

多
く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
そ
の
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

府
立
図
書
館
で
ぱ
、
六
月
一
日
か
ら
、

「
図
書
館
協
力
貸
出
」
を
発
足
さ
せ
ま
し

た
。
こ
の
制
度
は
地
域
住
民
が
要
求
す
る

資
料
が
市
町
村
立
因
書
館
に
な
い
場
合
、

そ
の
図
書
館
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
も
と
づ
い

て
、
府
立
図
書
館
の
資
料
を
貸
出
そ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

孟
図
書
館
協
力
貸
出
”
発
足
，999
9

.

出
版
年
鑑
に
よ
る
と
、

三
版
で
昨
年
一
年
間
の

一

京
都
府
立
図
書
館

出
版
点
数
は
三
万
点
を

．99
9

9

9

9

9

9

9

9

1

9

9

9

9

9

9

9

1

9

,

．

超
え
ま
す
が
、
情
報
化
社
会
が
進
展
す
る
中
で

府
民
の
資
料
要
求
は
多
様
化
・
専
門
化
し
、

市
町
村
立
図
書
館
だ
け
で
そ
れ
に
応
え
て

い
く
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
府
立
図
書
館
が
、
市
町
村
立
図
書

館
を
パ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
は
、
府
立

府
立
総
合
資
料
館
に

府
行
政
情
報
資
料
セ
ン
タ
ー
開
設

▲
 五

月
一
八
日
か
ら
、
府
民
に
対
す
る
行

政
情
報
の
提
供
を
充
実
す
る
た
め
、
総
合

資
料
館
の
三
階
を
改
装
し
て
同
セ
ン
タ
ー

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

公
開
さ
れ
る
の
は
、
京
都
府
公
報
ゃ
予

算
・
決
算
書
、
国
・
府
・
市
町
村
の
発
行

し
た
情
報
資
料
二
八
九
四
冊
と
明
治
元
年

か
ら
昭
和
三

0
年
ま
で
の
府
庁
文
書
約
二

万
二
千
冊
。
行
政
情
報
資
料
は
開
架
式
で

日
曜
日
も
開
室
。
大
閲
覧
室
と
同
じ
階
な

の
で
官
公
庁
出
版
物
ゃ
研
究
書
も
利
用
で

き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。
行
政
文
書
担
当

職
員
が
親
切
に
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

9

9

9

,

9

,
 

．．
 
，
'

J

 

京
都
府
の
公
共
図
書
館
：
＇；

;
;
：
京
都
府
立
図
書
館
発
行

・

こ
の
ほ
ど
京
都
府
立
図
書
館
で
は
各
市

町
村
図
書
館
・
公
民
館
の
協
力
を
得
て
、

府
内
に
あ
る
公
共
図
書
館
、
公
民
館
図
書

室
お
よ
び
文
庫
の
概
況
を
ま
と
め
た
「
京

都
府
の
公
共
図
書
館
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

近
年
公
共
図
書
館
に
対
す
る
利
用
者
の

関
心
、
要
望
が
高
ま
る
中
、
公
共
図
書
館

の
振
興
と
発
展
を
図
る
た
め
に
役
立
つ
資

料
と
し
て
刊
行
し
ま
し
た
。

府
下
の
公
共
図
書
館
、
各
市
町
村
教
育
委
員
会
、

公
民
館
、
家
庭
文
庫
、
地
域
文
庫
、
読
書
会
、

高
等
学
校
な
ど
に
配
付
さ
れ
ま
し
た
。

◇ 

◇ 

◇ 

図
書
館
の
役
割
と
し
て
大
変
重
要
で
あ
り
、

そ
の
一

環
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。協

力
貸
出
は
、
原
則
と
し
て
一
館
三
〇

冊
ま
で
で
、
貸
出
期
間
は

一
ヶ
月
以
内
で

す
。
電
話
や
文
書
で
御
気
軽
に
左
記
ま
で

御
相
談
く
だ
さ
い
。

京
都
府
立
図
書
館
閲
覧
整
理
課

協
力
貸
出
担
当

京
都
市
左
京
区
岡
崎
成
勝
寺
町
九

電
話

(O七
姦
ー
七
七
一
ー

0
0
六
九



(4) 

►館 長 の

1

9

1

1

1

1

,

＇ 

補

助

額

決

ま

る

-．,．
,
1
'

国
の
図
書
館
建
設
補
助
金
：
＇

1
-

国
の
図
書
館
建
設
に
対
す
る
補
助
金
額

が
決
ま
り
ま
し
た
。
一
九
八
三
年
度
は
一

館
当
り
五
、
六

0
0
万
円
三
五
館
分
、

続
額
で
一
九
億
六
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
度
と
比
ベ
一

0
•

三
努
減
で
、

例
年
八
〇
館
に
の
ぽ
る
建
設
計
画
が
あ
る

中
で
、
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
建
設
に
は
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

異

長岡京市中央公民館長
新 森村良彦氏

旧 福富和夫氏

六
月
二
二
日
定
期
総
会
に
ひ
き
つ
づ
き

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
前
田
辺
町
立
図
書
館

長
薮
下
撤
一
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
図

書
館
発
展
の
た
め
、
永
年
ほ
ん
と
う
に
御

苦
労
様
で
し
た
。

▲
第
二
国
立
国
会
図
書
館
関
西

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
動
き

五
月
一
八
日
、
第
二
回
目
の
会
合
が
開

か
れ
、
二
つ
の
専
門
委
員
を
お
く
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
―
つ
は
、
第
二
国
立
国

会
図
書
館
に
た
い
す
る
開
西
の
ニ
ー
ズ
を

調
べ
る
専
門
委
員
、
二
つ
は
、
第
二
国
立

国
会
図
書
館
に
近
代
的
技
術
を
ど
れ
だ
け

導
入
す
る
か
を
検
討
す
る
専
門
委
員
。
現

在
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
委
員
の
人
選
が
す
す

ん
で
い
ま
す
。

田辺町立図書館長
新 粟野 膜 氏

旧 薮下撤ー氏

全
公
図
「
実
態
調
査
報
告
書
」

ま
と
ま
る
／
．

i

全
公
図
（
全
国
公
共
図
書
館
協
議
会
）

は
、
こ
の
ほ
ど
「
公
共
図
書
館
の
サ
ー
ビ

ス
指
標
お
よ
び
整
備
基
準
」
策
定
の
た
め

の
実
態
調
査
報
告
書
を
ま
と
め
、
各
図
書

館
に
配
付
し
ま
し
た
。
一
九
八
三
年
度
は

こ
れ
に
も
と
づ
き
、
サ
ー
ビ
ス
基
準
お
よ

び
整
備
基
準
作
成
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
す
。
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6
26
2る
2
5
2
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0
99G̀
°

◄

氏
氏
氏
氏
氏

動

長

勲

次

長

行

一

長

一

館

晨

館

章

羊

館

羊

書

書

書

図

田

藤

図

原

田

図

田

央

岡

後

京

宮

土

山

土

中

左

東

市

市

市

都

新

旧

都

新

旧

都

新

京

京

京

亀岡市立図書館 長
新 八島 正氏
旧 森 行夫氏

綾部市立図書館長
新 牧野英男氏

旧 福山義忠氏

●
全
公
図
表
彰
式

（
一
九
八
―
-
＿
年
度
）

【
全
国
・
近
畿
地
区
研
究
集
会
日
程
】

▼
全
国
図
書
館
大
会

（
山
口
）

10位

llo伝

▼
日
図
協
公
共
図
書
館
部
会
研
究
集
会

整
理
部
門
ー
逐
刊
物
の
整
理
ー

3

4

 

（
香
川
県
）

10／
）

t
1
0
/

奉
仕
部
門
（
滋
賀
県
）
，
々
ー
，
伶

移
動
図
書
館
分
科
会
ー
生
涯
教
育
と

移
動
図
書
館
し
四
ー
レ
⑳

（
岩
手
県
）

1

▼
近
公
図
研
究
集
会

9

0

 

奉
仕
部
門
（
滋
賀
県
）
，
令
ー
，
令

整
理
部
門
（
兵
庫
県
）

59

．2
頃

参
考
事
務
部
門

（
神
戸
市
）

移
動
図
書
館
部
門

（
和
歌
山
）

（
未
定
）

（
未
定
）

＊
京
都
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（
一
階
）

（
京
大
病
院
前
）

＊

講

師

紀

伊

国

屋

製

本

コ

ー

ナ

ー

主

任

石

井

力

太

郎

氏

＊
持
参
す
る
も
の

鉄
、
物
差
し
、
目
打
ち
、
金
槌

刷
毛
、
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、
手
拭
き

＊
参
加
費
用

一
、
七

0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
、
材
料
）

＊
参
加
申
し
込
み

材
料
準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
事
務
局
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

゜

図
書
館
等
職
員
の

一

．

実
務
研
修
に
つ
い
て

一

．．
．．．．．．
ロ
・・

y

協
議
会
と
京
都
府
立
図
書
館
共
催
、
京

0

庫
連
協
賛
で
左
記
の
と
お
り
実
務
研
修
会

＂
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
繰
合
せ
の
上
御

゜叫参
加
く
だ
さ
い
。

゜
0

◆
洋
書
・
和
書
の
製
本
技
術
講
習

゜叫＊
七
月
六
日
（
水
）

午
前
十
時
ー
午
後
四
時

゜V
o
.=
m.o
.
=＝-
—
.
o.-＝-
O
.
=
＝
＿
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.
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l
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1
1
1
1
•
0

・
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m
.
0
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-
0
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-
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-
m
.
o
.

＝
＝
_
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•
O
.
-
m
.
0
.

＝
＝
-
0

R

編

集

後

記

庭
の
あ
じ
さ
い
も
雨
に
ぬ
れ
て
生
き
生

き
と
し
て
い
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
従
来
「
京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協

議
会
ニ
ュ
ー
ス
」
を
発
行
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
よ
り
新
た
に
「
会
報

」
と
し
て
年

三
回
発
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

八
年
目
の
第
一
歩
、
こ
れ
か
ら
の
図
書

館
の
振
興
と
発
展
の
た
め
に
、
協
議
会
が

少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
力
を
合
せ
て

頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
紙
に
関
す
る
御
意
見
、
御
感
想
は
も

と
よ
り
、
職
場
の
情
報
や
図
書
館
資
料
の

紹
介
等
ど
し
ど
し
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
今
後
と
も
一
層
の
御
協
力
と

御
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
事
務
局
）

0 


